
自分自身の食に関する目標（食のみらい宣言）

目標達成に向けた実践活動についてのコメント
活動後、苦手な食べ物も

一口は食べようとする児童が増えた。

また『苦手だったかぼちゃがおいしいと思った』

という声もあった。これからも毎日の食を通じて、

様々な味を経験し、味覚を育ててほしい。

様々な食材を食べることを通して、

みらいさん（味蕾細胞）を目覚めさせ、

児童の食の選択の幅を広げる。

佳 作 【メール部門】

京都市立市原野小学校（１年生） 様
きょう と し りつ いち はら の しょう がっ こ う

京都府 農林水産部 農政課

第５回京都府食のみらい宣言・実践活動コンクール


